小学校における絵画教育の研究 by 西尾 明香
虻騨
冊
Ⅲ
鵬
硴
●
鍬
鷲
誌
駕
繋
咄
冊
暇
騨
』
平成１７年度卒業研究
小学校における絵画教育の研究
が
西尾明香
小学校図画工作科は表現と鑑賞を通して、つくり出す喜びや創造活動の基礎的能力、豊か
な情操を養うことを目的とした教科である。この過程において､美術的知識や技能の習得〈美
術の教育）は勿論大切な課題であるが、本質的には表現と鑑賞を通した人満形成（美術によ
る教育）が重要である。従って教師は本科目の意義に基づく具体的な教育方法の実践が求め
られる｡更に心身の発達に応じた学習内容の観点から児童の実態の理解は不可欠である。
その中で、ものの見方や考え方が端的に表れる描画表現は、発達段階に応じた学習内容を
考える大きな基準となる．描画は思考と感性を育む教材として、自己を表現する欲求を満た
しながら、色やかたちの表現を通した観察力や表現力を身に付けられる。即ち、描画教育は
美術と美術による人間形成に寄与するといえる。
本論は第一章で図画工作科の学校教育での意義を明確にし、その在り方を考察する。第二
章では、子どもの発達段階と描画表現の関係性を述べる。第三章では具体的な描画の授業方
法を分析・考察を通した、低・中・高学年毎の学習指導案を作成した。ここで単元の学習意
義を前提に実践方法を試みた。
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第１章学校教育における図画工作科の意義
図画工作科は一般的に、芸術的、感覚的、情操的な教科であるとされており、反対に国
語科、算数科、理科、社会科は知的、科学的な教科であるとされている。学力低下が叫ばれ、
厳しい受験教育体制の中では後者が主要教科とされ、図画工作科など鹿辺教科は息抜きの
時間として認識されていることも少なくない。しかし､人間形成を目的とする教育観の中で、
図画工作科教育の見方や考え方の育成という視点からその重要性は共通のものである。で
はその内実としての本科の意義とは何なのであろうか。教師はその意義を明確に理解する
必要がある。
本章では美術教育の意義を考察し、造形活動の意義や感性の教育を通して小学校における
図画工作科の在り方を検証したい。本章は図画工作科全般の問題提起を示すことで、描画指
導の前提を捉える。
1．美術教育の意義
美術教育の意義については二つの側面がある。「美術の教育」と「美術による教育」である。
「美術の教育」とは、美術に対する諸感覚や造形能力、技能・技術を高める教育である。造
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形活動そのものが果たす機能を重視しており、美術に対する諸感覚や技術、知識などを高め
ることが目釣となる。
「美術による教育」とは、表現や鑑賞を通した人間形成を行う教育である。人間の全面的
な発達を目指す教育の一環として美術教育を位置づけており、造形活動が持つ心理的効果や
感覚運動的な機能の発展に果たす役割など、付加価値を重視している。つまり、造形活動は
あくまでもそのような効果を得るための手段ということになる。
ｎＷ,アイスナーは､両方の立場から以下のように述べている（『小学校図画工作科の研究』
より)。
騨
試
噺
●
縢
騨
●
雛
妙
羅
驚
隙
叩
貯
騨
巽
欝
罫
漆
騨
…
瞬
溌
；｢美術の教育」の主張は、①想像的な観念を与えること、②我々の諸感覚を生き生きと
させること、③特色あるものをより一層際立たせること、④美術的な眼が培われることに
よって周囲の状況が一層つかめるようになること、⑤幻想や夢の世界に誘い、心の中に潜
む思想や感猜を醜き出させること、⑥些細な経験にも目を向けさせ、その中に新しい価値
を見出すことを可能にすること、⑦視覚の世界の意味を我々に再発見させ、感受性を発達
させ、人生観を形成することにも繋がること、等。
「美術による教育」の主張は、①趣味としての意義、②治療的機能、③創造的思考の発
達に果たす役割、④知的教科領域の指導の補助手段としての意義、⑤筋肉の発達や筋肉運
動の整合性の増進などの生理的機能、等｡；
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笈このように、アイスナーは二つの意義を認めた上で『美術による教育に認められる機能は、
他の教育によっても代替可能なものであり必ずしも美術教育を正当化する固有の根拠とはい
えない」と批判し、やはり「芸術教育の最大の価値は、諸芸術が人々に外界を理解させると
いうユニークな貢献にある」と述べ、美術教育を正当化するための固有の根拠は「人間の経
験における美術機能」そのものに求めるべきだと主張している。
しかしこの二つの立場は対立するものではなく造形活動そのものがもつ教育的要素と、
造形活動から派生した教育的要素とに分けて説明したものであると言える。アイスナーは美
術固有の意義として美術の教育を主張しているが、小学校における教育は子どもの人潤形成
を教育課題とした教育の一環として位置づけられているのだから、全教科の派生的な付加価
値を、教科の存在理由として認めるべきであると考える。むしろ、それが最終目的なのだか
ら重要なのは美術による教育だと言っても過言ではないと思う。ただし、美術による教育は
美術の教育の充実なしにはありえない。
実際の美術教育について言えば、二つの要素は混在しているように見受けられる。造形活
動そのものが中心にあって、そこから#姓する付加価値的な機能を含みながら展開しており、
その両方の充実が子どもの人間形成に重要なかかわりを持つ。よって、どちらが正しいかと
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いう議論事態が現実離れしていると言える。ひとつひとつの授業を見ると、指導のねらいや、
子どもの発達段階によって優勢である要素が変わる傾向にあるようだ。例えば、「幼児の造
形的な活動は、それ力轆かに子どもの感覚一連動的な発達や麗囲の世界に対する認識の拡大、
深化に重要な役割を果たすという意味で、美術による教育の要素が強い｡」（#小学校図画工作
科の研究』）しかし想像力を働かせて造形遊びをし、組み立てたi)修正した})しながら作り
上げていく活動を通して、造形的な感覚や創造的な観念、判断力などが発達しているはずで
ある。逆に、高学年になると技術的に高度になるぶん美術の教育の要素が低学年より強くな
るが、造形活動を通して達成感を味わったり、心理的なバランスをとったl)、写実表現期の
描画指導について言えば自己と対象物との空間把握により相対的な考え方の発達を促す、と
いった派生的な価値が大いに得られる。
つまり、小学校における美術教育では、「美術の教育」と「美術による教育ｊは車の両車
輪のような関係でどちらも実際の美術教育には欠かせない要素であり、「美術の教育」の充
実なしに「美術による教育ｊの付加価値は期待できない。よって共に美術教育の正当性を証
明する要素であると言えよう。このことを理解したうえで、指導のねらいや子どもたちの発
達段階、実態に応じての両者のバランスを考え、実際の美術教育が常に本当の意義から離れ
ないように展開していくことが必要であると考える。
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２．子どもと造形活動
乳幼児鰯の子どもは絵を描いたり、積み木を組み合わせて何かに見立てたり、新聞紙を破
ったりといった遊びが大好きである。砂場での遊びについてみてみると、砂に身体全体でか
かわることでその性質を直感的に感じ取り、その色や形や感触から想像力を働かせて山やト
ンネルを作ったり修正したり壊したりする。その時の感情を表すようにも見受けられる。こ
の遊びを広義の造形的な活動とすると、それは子どもの感覚運動的な発達を助け、外界に対
する認識の拡大に重要な役割を果たすものであると共に、感情を表現し形あるものにできる
唯一の手段であると言える。つまり、概念的な思考が未分化で言語能力も未発達な乳幼児期
の子どもにとって､造形活動は世界を把握するための手段であり､自分の感情を表現できる
唯一の文化形態なのである。更に、「そうした世界把握の方法は、その後の概念的な思考のバ
ックポーーンを形成するばかりでなく、想像力の源泉ともなる』（J小学校図画工作科の研鑓）
のであるから、全ての子どもに欠かすことのできない活動なのである。逆に言えば、子ども
たちの造形活動が彼らの生活や感惰から切り離せないほど密接に結びついているものだから
こそ、人間形成にとって重要なかかわりを持つのである。
では小学校期の子どもにとっての造形活動はどうであろうか。勿論、低学年については発
達段階が幼児期と重なり合っているため上記したことが言える。造形的な活動が生活と密着
していた乳幼児期に対して、児童期での造形活動は子どもを取り巻く様々な要素や活動のう
轌
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ちの一つであり、相対的な位憧付けである。この相対化された造形活動の意義を考えること
は、美術教育全体を通した意義を考えることに繋がるため様々な議論がなきれている。
…
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３．小学校における美術教育
第１項で述べたように、小学校における美術教育では「美術の教育」と「美術による教育」
が車の両車輪のような関係でどちらも実際の美術教育には欠かせない意義であることが認め
られるが、このことは２０世紀に入ってから確立された考えである。そもそも子どもの絵の
個別性、至っては子どもの買主性や薊造性は認められていなかった。世界で美術教育が義務
教育に初めて取り入れられたのは1860年のイギリスである。小学校における図画が必修と
された。続いて1866年にフィンランド、1872（明治5）年に日本、ドイツへと入ってきた。
このことは多くの先人が、人間形成における美術教育の重要性を主張してきたことによって
起こったと言える。以下、いくつかの主張を分析する。
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･ルソー（JcanJacquesRousseaUl712-l778）
「幼少期での知的、道徳的教育には消極的で教育に置ける思弁的なものよりも、実物に
触れる感性的契機を大切にすべき」だとした。自然とかかわる中で得られる諸感覚が子
どもに知性と道徳心を育むという主張だ。
･スペンサー（HcrbeItSpencenl820-1903）
「図画などの表現活動は子どもの本能的な傾向が顕著に見られるものであり、感覚教育
という観点から、ざらに嵐然美に触れることによって形成きれる情緒が人間生活の諸潰
勤に非常に大きな役割を果たす」と指摘する。
・シラー（FricdIichvonScMller，】759-1805）
古代ギリシアで研究された宇宙の根源的調和（真・善・美）に着目し、j理性と感性との
調和がとれた人間形成が必要だから「美を追い求めることこそが、完全な人間には欠く
ことができない」と主張した。
・リード（HerbertReadl893-l968）
社会の調和をも視野に入れ､「手を使う技術や感覚的識別の手順を伴う」造形活動は､「本
質的に美学的な過程である。教育は感覚面の教育すなわちく美術を通しての教育＞に集
中しなければならない」と主張をした。
ﾎﾞ
ルソーとスペンサーは、造形活動によって様々な事物（自然）とかかわることから生まれ
る子どもの中の感覚や情繕、知識などが素晴らしいと言っている。「美術による教育」の重
要性を認めている。しかし、美術の活動そのものが持つ機能については言及していない。こ
れに対しシラーは、美術固有の機能である美の追求そのものに価値を置いたのである。リー
ドは著誓ｉ芸術による教育ｊの中で美術教育の使命が芸術を通しての人間教育であることを
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理論付け、この考えが現在の美術教育の基本理念となっている。
このように美術教育の意義を巡る議論は多方面からなされてきたが、一貫して「感性の教
育」の蕊要性に意義を見出しているようである。学校は知性的人間をつくる機関であると主
張するブルーナー（Bmnner.J8,1915-）は、子どもたちの認知過程と知的成長を研究の主軸
として知的、論理的、科学的な認識の過程を重視しているが、彼でさえ、そのためには「特
に左手の認知（直感的､感惰的）なしには右手〈知的､論理的､科学的）の発達も促されない」
と強調し、「右手の創造性の増大を図り、大切にすればするほど左手（感性の教育）を大切に
しなければならない」と言っている。
小学校教育は計画的、意識的なカリキュラムによって人間の形成を行う教育である。現在
その内容は９つの教科、道徳、特FM括動、総合的な学習の時間の４つの領域で構成され、人
間の調和的発達を願うものである。調和的な人間の要素については「知徳･体」とか､｢頭･心・
手ｊという言葉に要約できる。古代ギリシアの「真･善･美」もこの意味とほぼ同義であろう。
先の研究者たちはこの調和を願い、公教育における知性と感性の教育、そして豊かな情操を
育むことの重要性という観点から本教科の役割を見出したのであろう。この点から言えば本
教科の意義のひとつは、実際に感覚を働かせ感性を育む点、もうひとつは派生的に起こる知
性の教育の補助としての役割だと考える。
また、他教科にない本科の特徴として成すことで学ぶという側面が大きいということが言
える。造形活動の過程で全ての子どもは自己の身体の中でも特に手を使い、五感や造形的な
感覚を働かせ、ものと実際にかかわるという実体験を多く行い、そこから様々な能力を身に
付け、－人の人間として成長していくための人間性や可能性を引き出していける。この体感
こそが感性を磨く唯一の方法であるのだから、図画工作科の担う役割は大きいと考える。
小学校教育は多様な発達段階の子どもを対象とする教育である。よって段階に応じた教育
意義が必要であるが、これについては第２章で詳しく述べる。
腱
鴬
弾
り
い
苓
琢
虎
造形活動は百や手など身体全体の感覚や身体性、造形性などを鍛えるという実質的な側面
もあれば、思考力、想像力、発想力、構想力、創造力、そして美的購操などが育成きれる形
式的な側面もあり、その内容と方法が子どもの多様な能力を鞠冶する性格を持つ教科である
ことがわかる．図画工作科のルーツを探れば、人閥形成におﾘﾅろ感性の教育の重要性に辿り
つく。幼い頃の感覚による世界把握は後に想像力の源泉となり、表現の基軸となる思いを生
む。小学校朔において造形活動は相対化されるが、創造的な造形活動を通して自分の思いを
表現することの喜びを感じながら様々な経験をし、創造性や美的情操といった資質、能力を
身に付けていける。
相対化された造形活動の意義を追究してきたが、調和的な人間形成を目指す学校教育にお
いて、知性と感性の教育のバランスをとることが図画工作科の大きな役割であるということ
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が認められる。また、造形活動を通して育まれる諸能力、特に創造性、豊かな靖操は、自己
の持てる可能性を引きだし思いを実現する力であり、生きるうえで大きな支えとなるだろう。
教師はこれらの根幹的な教育意義を前提に置き教育活動を行うことで、人間の調和的発達
の本質を見失わず、美術教育を行っていけると考える。
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第２章子どもの発達段鱈と描画表現の推移
(掲載の紙数の関係上本章の主旨に留め、論述は削除する。本稿はｌなぐりがき期２図
式期３．写実表現期の三期に分け傾向と内容をまとめたものとなっている）
輿
人潤の描画表現は外界への探索活動から出発し、表現することの喜びに支えられながら、
知性、感傭、運動感覚などが相互に影響しあって人間の発達を助けていく。小学校期の発達
の特徴で言えば、主観的で自然発生豹な描画動因を持つ幼児期から出発し、断片的に客観性
が芽生え始め主観性と客観性の混在した児璽期を迎え、青年期の初めには｣客観性が優勢とな
り、より客観的なものの観察、描写が可能となる、といった連続した発達を遂げる。また、
描画表現の推移の時期には個人差があることを忘れてはならない。よって指導者はひとりひ
とりの克服すべき課題を見抜き、力を引き出す指導力が求められる。
様々なものへの好奇心が旺盛になる児童期における描画表現は、加速度的に変化する心身
の発育と他者性の獲得の意味で、人閥形成に要する様々な要素や意味を含んでいるように思
われる。
齢
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第３章描画指導について
前２章までで図画工作科の意義を問題提起により多方面から考察し、子どもの発達段階と
描画表現の推移を詳しく見た。これらは教師が理解しておかなければならない描画指導にお
ける基礎知識であり、描画教育活動の土台となる部分である。これを踏まえ本章では、小学
校における具体的な描画の授業方法を考察し、子どもの発達段階に応じた学習指導案を作成
する。ここで単元の学習意義を前提に一実践方法を考案し、本論のまとめとする。
塚
１．描画表現の特徴
小学校における描画表現には主に想画と写生画の二つがある。写生画は景色や事物をよく観
察し客観的に猫写す愚絵であり、想画とは描く対象や場面を想像して描く絵である。これらは
はっきり二分できるものではなく時に混在している。たとえば想画を描くとき、主題となるも
のを身近な題材〈対象物）から写生して、具体化し構想していく方法は有効な表現手段である。
また、立体的な造形活動のときにも客観的に祷想を練り設計図を描くが、これは身近なものが
実感に直結するという具体的表現の有効性から、客観性が主観的な構想を引き出す役割を担う
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のである｡換言して､自己と他者の関係が内面と外面の相関性にある｡表現はこれを根幹とする。
このことから、写生という観察は描画だけでなく、造形活動全てにおける基礎となるといえる。
（１）写生画
写生画は景色や事物をよく観察し客観的に描写する絵である。図画工作科における写生画
の意義は次のようなものである（『美術教育と人間形成一理念と実蹴より)。
①ものを観察して描くということにより対象への認識を深め豊かにする。
②ものの色や形を正確に捉える力、またそれを色や形によって表現する力を育てる。
③ものを見て描く活動の中で対象とかかわり、対話して感受性を豊かにする。自己の内面
の豊かさにつながる。
④絵画表現や造形表現の基盤となること。
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写生画は単なる視覚の再現ではなく、自己の心情や思考が対象とどうかかわりあったかを
表現するものである。ものをみて描くということは、「見る（観察）,描く（表現)．知る（認識)」（東山明）という内面での三段階の行動を繰り返しながら相互に作用し深め合うことで、
対象へのイメージを豊かにしていく。このことが作品の質を高め、更に創造性や内面の豊か
さに繋がるのである。言うまでもなく対象に対する感動や共感が重要であるから、教師は子
どもに対象をどのようにみせ共感を高めるかを工夫しなければならない。またこのとき、子
どもlこものの見方、考え方を教えるべきである。たとえば、子どもに「よくみて描きなさい」と促しても、どうやってみたらいいのかを知らない。観点を指摘し、見る条件を整える必要
がある。ものの描き方、知り方についても同様である。
身近な生活を描くことは意味のあることである。なぜならば、身近な自分の生活の場や出来事、生活道具などを写生するということは対象を深く客観的に観察することに繋がり、「現実の自分の幕らしをじっと見つめ考えることこそが、真実を見る眼、生きるということの大
切さを探る眼を育てる』（東山明）からである。よって、子どもの生活と切り離せない身近な題材を選ぶことが基本である。発達段階を考慮すると「学年がすすむにつれて社会的な広
がりと深さのある題材が必要である」（東山明）ということから、主観性の強い低学年は自
分の持ち物や自分の経験したことなど、中学年は学校生活や自分の生活、身近に起きた出来事など、高学年は欝分の町や働く人の様子などを題材に選ぶと有効であろう。
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（２）想画
想画とは描く対象や場面を想像して描く絵である。主な想画の内容は下記のとおりである
(『児童画の指導』より)。
①経験画（過去に経験したことを思い出して描く絵）
6７
垳謬
一
助
叱
牌
ｗ
騨
坪
叱
擬
興
謝
齢
主題例：遠足；運動会；雨降り；お祭など。
②視想画（実物を見て頭の中に入れ、実際は見ないで描く絵）
主題例：動物園；水族館；花火など。
③構成画（いくつかの場面をスケッチしてきて、一つにまとめて作る絵）
主麗例：市場の様子；消防署；警察署；働いている人など。
④追想画（テレビ、映画絵本など視覚鋪に再現きれたものを思い出して描く絵）
主題例：ｉどんぎつね：；ｉスイミール相撲；野球など。
⑤聴想画（童話やお話を聞いて場面や全体を想像して描く絵〉
主題例：『かぐや姫j；『ガリバー旅行記j；グリム童話；ピカソの絵など。
⑥幻想画（未知、未経験の世界や夢の世界を想像して描く絵）
主題例『大昔の動物；夢の国；火星の探検など。
⑦願望画（こうありたいという自分の気持ちや未来の理想などを考えて描く絵）
主題慨：10年後の自分；将来の夢；未来の家など。
③心情画（楽しい、怖い、悲しいなどの心の感精を非形象で描く絵）
主越例：けんかの気持ち；おばけの国；平和など。
⑨音楽面（音楽や様々な音を聞いて、その気持ちを絵画的に翻訳して描く絵）
主題例：クラシック音楽を聴いて；生活の音を聴いてなど。
⑩連想画（こすり出し、吹き流し、ドロッピングなどの方法で偶然鋤性によってできた絵か
ら連想し、発展させて描く絵）
これらにはそれぞれ意義や学習方法があるが、代表として聴想画の主な意義は次のような
ものである（『美術教育と人間形成一理念と実践』より)。
①楽しい夢を育て、想像力を刺激し、積極的な創造活動に結びつける。
②子どもの感性、傭緒に働きかけ、豊かな心の糧と想像の源泉を豊かにする。
③聴くだけでなく表現することで想像力を拡大し、想像したものを確かなものに定着する。
この場合も対象への感動や共感が重要な表現の樋となる。題材となるお話は子どもの心を
引き付け、想像力をかきたてられるようなものを選びたい。よって低中学年には物語の筋立
てが明快で変化に富んでいるものや、場面の状況や主人公の心傭が伝わってくるものなど活
動的なものがよいだろう。高学年には更に人間的深みや共感のあるものが有効だと考える。
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２．発達段階と指導上の留意点
ここでは前章で述べた発達段階と描画表現の推移を踏まえ、指導上の留意点を考える。
（１）低学年（図式鰯に当たる子どもが多い）
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心理的特性はものの見方や考え方が主観的、自己中心的であるということである。このこ
とによる描画表現の特徴は、自分自身が登場する絵が多いこと、自分の興味のあるものを表
現しようとすること、そのときの感情が表現に表れること、蕊底線による空澗表現、見たい
ものの誇張、視点が複数存在することなどである。また、描画動因が自然発生的で何も見な
いで絵が自然と描ける傾向にある。よって指導にあたっては絵を描いたりものをつくったり
することの楽しさと、この時期の子ども独特のものの見方や感じ方、表し方を理解し認め励
ますことで、自己表現する喜びを存分に味わわせることが大切である。この豊かな経験が後
に想像力の源泉や創造的な造形活動に繋がる。
しかし情感や意欲を高めるだけで終わらせず次の発達を促す指導として、子どもの主観的な
視野を広げることが必要であろう。一人一人への言葉かけを行い、経験を想起させたり、対象
をよく見きせたり、実物や資料の提示によるイメージづくりといった指導によって、知ってい
るものを描くのではなく少しずつ対象物へと意識を向けさせることが、次の客観性の獲得とい
う大きな教育課題に繋がると考える。そして、一人一人にしっかりとイメージを持たせること
で、この時蛎陥りやすい他人の模倣ではなく倉lj逓的な表現へと発展させていきたい。
また、道具を正しく使い、後片付けをしっかり行うなどの態度の育成は、これから発展して
いく造形表現や学習能力を支えるための安全面と機能面への配慮であり、造形活動の基礎的な
知識や技能の習得に繋がる。したがって、低学年から習憾付ける指導が必要であると考える。
；
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（２）中学年（視覚的写実期に当たる子どもが多い）
心身ともに活発、旺盛な時期で物事への追究力が盛んであるため、課題への取り組み方も意
欲的な傾向にある。集団生活の中で男女の性格の違いや個性の違いが目立ち、園己の欲求と仲
間や集団の規律の中で絶えず摩擦を起こしながら社会性を身に付ける時鶴でもある。つまり、
主観性から客観性への移行期に当たる。また、表現能力、集中力、部分的な観察力、計画,性、
知性､創造性などが以前よlｿも高まる一方､自然に想像の世界に入Ｉ)込むこともできる傾向に
ある。これらのことから描画表現では、主観的見方と客観的見方が一枚の絵に混在する、もの
の重なりや立体表現、空間的表現が表れる、視点を定める意識が弱いなどの特徴が現れ、部分
的な表現能力は高まるものの全体のバランスが狂うという傾向にある。指導にあたっては、高
まる創造性や意欲を大切にしつつ、客観的なものの見方を徐々に身に付けさせる指導が必要で
あると考える。部分的な観察力を認めたうえで、更に－歩引いて全体の構成に目を向けさせた
り、ものを見る位置を変えると見え方も変わることを体感させたりする指導が必要である。
造形活動で使用する道具の種類が広がり、ペンチやのこぎl)、彫刻刀など硬い素材を変形
できる道具も使うようになる。旺盛な意欲から子どもは自分なりに道具を使おうとするが、
未だ正確さに欠け雑である。更に早く作り上げることへ意識が集中してしまうと作業の丁寧
さや技術Iiiが軽視されがちになるという問題点がみられる。低学年からの連続した道具の使
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強い方や基礎的な造形態度への指導が必要である。
＃（３）高学年（視覚的写実期）
客観,性が優勢になりより写実鰭な見方や考え方が増す時期である。造形表現においても部
分と全体の知覚が統合されるとともに、視点を定めて描くことへの意識が芽生える。ものの
立体感、明確、陰影、質感などへの意識も表れ、対象を客観的に見てあるがままに描くこと
に集中し出す。しかし批判力や観察力の高まりから、自分と他者の作品を評価したり自分の
表現力の未熟さを感じたりして表現意欲を喪失してしまう危険に陥り易い傾向にある。指導
にあたっては、表現が単なる現実の再現ではないことに気付かせ、新しい表現の工夫を促し
表現する喜びを味わわせることが必要であると思われる。勿論、写実的表現を可能にする技
術面への指導は、客観的なものの見方を身に付けるとともに、自己表現手段を高めるために
も鷺要な教育課題である。この時期の子どもは現実をあるがままに再現しようとして色`や形
仁ばかりこだわる傾向にある。しかし事物の中味を描くことに重点をおかなければならない。
となれば、子どもが対象をよく観察できるよう望ましい声かけが必要である。例えば「一番
描きたいところはどこですか｡」「どんな特徴があるかな｡」など、具体的に問答することによ
って子どもの対象への共感を具体的なイメージとして確立できるようにすることが大切であ
ると考える。また、表現が単なる現実の再現ではないことに気付かせる授業として、連想画
や心精画なども取り入れ体感させることが有効であろう。
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３．評価
学習指導は目標一計画一実施一評価という一連の流れの中で行われる。学校における教育
活動全般がこの過程で行われてお})、それぞれの教育目標が達成されるよう、授業計画や学
習指導案、評価計画が考案される。そして評価は次時の改善へと還元きれ、この過程は循環
性を帯びる。この点から目標、指導、評価は一体のものでなければならないといえる。教育
評価とは一般に、「教育目標の具体化としての教師がつくりだした学習活動が、子どもにと
って充実したものになったかを一人ひとりの学習活動の状況から見て取り、以後の授業に反
映（改善）することをいう」（:小学校図画工作科指導の研究』より）ということである。
このことから教Iiliは単元の学習意義と学習のねらいを明確にして指導にあたり、ねらいに
即した見方と方法で評価をするべきであると考える。その為には先を見通した評価計画が必
要である。つまり、評価を視野に入れた教材研究が大切である。評価計画の為の教材研究に
は次のような視点が必要だと考える。
・発達段階の表現の特性を踏まえた子どもの実態把握。
・教材の価値と目標の明確化。
・授業内外での適切な評価のタイミングと方法。
為
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・単元の終わりの評価方法。
このように、子どもと教材を深く理解した上での評価計画が適切な評価結果を生み出すと
考える。以下、評価についての基礎知識を確認し、適切な指導に繋げる。 ：
（１）評価の種類
評価をする者によって分けると次のような分類ができる。
＜教師による評価＞
・形成的評価：授業中に段階的に行う観点尉の評価をいう。目標に準じた観点別の目標を
設定し指導と並行して行う。
,絶対評価：個人内の評価として、その子がどれだけ努力したか、何ができるようになっ
たか、といった児童の学習の成果や定着の評価であり、個人の達成度をみる。
到達度評価：授業の目標や題材の到達目標に達したかどうかを、個人または学級全体の
傾向をみる評価形式であぉ。
学校教育全体におけるこれからの評価の在り方として教育課程審議会が平成１２年に答申
を出している｡それによると、学習指導要領の目標に照らしてその実現状況を見る評価（絶
対評獅）を一層重視し、競点別学習状況の評価に基づいて子どもの学習の達成度を適切に評
価していくことや、自ら学ぶ意欲や問題解決の能力、個性の伸張などに役立つよう個人内評
価を工夫することが必要であると提言している。評価規準については､｢関心,意欲.態度」「思
考･判断」「技能･表現」「知識･理解」の４つの観点に基づいた研究開発が必要であるとした。
また、文部省発行の指導要録の「観点別学習状況評価のための参考漬料」には「造形活動へ
の関心・意欲・態度ｊ「発想や構想の能力」随|j造的な技能」「鑑賞の能力」の４つが示され
ている。更に近年｢造形遊び｣が重要視ざれ現在では全学年を通じて実施されていることから、
評価の観点に「造形遊び」を入れた方がよいという意見もある。
＜子どもによる評価＞
Ｅｌ己評価：子ども自身が自己の造形表現の過程や結果を評価する。授業のまとめや単元
終了時に行う。教師は目標に合った観点を子どもに確認し、何を挙習したか、何がで
きたのか、できなかったのかを子ども自身が判断し自已評価カードとして記入する。
子ども自身が習熟度を把握することで次の学習課題への認識となる。
、相互評価：教室に展示するなどして子ども同士でお互いの作品や活動を鑑賞しあい、よ
いところ工夫しているところなどを話し合う。鑑賞表現か表現意欲、鑑賞の眼が育
つとともに、他人の表現の観察を通して自己の視野の広がりに通じる。
鷺,-.
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（２）評価の方法
一対比較法:作品が少数のときに２～５点の作品を並べて､比較しながら素点や順位に表す。
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､選別法：多数の作品を３段階程度に区分し更にそれぞれの段階を区分けする。
･記述尺度法：色、形、構図、内容、技術など項目をたて、それぞれ３段階程度で評価を
考える観点別評価である｡項目別の到達度を調べることもできる｡
･文章による記述評価：よいところや工夫したところなど文章で響く。作品カードなどに教
師からの助言として轡けば、子どもの意欲を高めることにもつながる。
･授業の中での鑑賞会：児窺間の相互評価になる。
鰯
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（３）評価の利用法
・指導評価：教師の指導の内容や成果を検討する。教師自身が指導を振り返り次の指導に
生かすための利尾。
・学習評価：子どもが学習成果の確認や反省を行うための利用。
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４．学習指導案
ここまでの研究を踏まえ、小学校期の発達段階に応じた学習振導案を低・中・高学年毎に
作成し、実際の授業をより意識した実践方法の考案を試みる。
学習指導案の作成は授業の奥行きと幅を広げることに繋がる。なぜならば、指導案を堂てる
過程で、単元価値への理解が深まり目標や指導観点が明確になる。また、客観的に授業構成を
行い実践後の反省に役立てることで、授業がより洗練されていくのである。しかし注意したい
のは、必ずしも指導素通りに進んだ授業が良い授業だとは言えないということである。目の前
の子どもの状態に応じ、修正しながら授業を進める必要がある。指導案という青写真は教材価
値の目標を具体化する教師の教師観として必要であるが、授業の実践が人間形成という有機的
性質であるが故に、指導案考案は柔軟性を帯びたものであることを忘れてはならない。
(掲載馬に高学年実践指導例を提示する。本稿は低・中学年実践指導例を含め論述している）
高学年図両下作科学習指導案平成１７年月日
指導者：西尾明香
Ｌ題材名「様々な模様で絵を作ろう」
２題材設定理由
高学年は客観性が優勢になりより写実的な表現が可能となる時期である。しかし批ﾐﾄﾞlj力や
観察力の高まりから、自分と他者の作品を評価したり自分の表現力の未熟さを感じたりして
表現意欲を喪失してしまう危険に陥り易い傾向にある。写実的表現を可能にする遠近法や陰
影、明暗の再現などの技術を通した客観的なものの見方や考え方の学習は、描画表現の大切
な-,11面であ1)、発達段階に照らし合わせた教育課題であることは言うまでもない。しかし、
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この時期に新たな描画表現の方法と出会わせることで、表現が現実の再現だけではないこと
に気付かせ、新たな表現の視点と意欲を引き出すことができると考える。このことが描画動
因形成の素地となると考える。
本題材ではドロツピングやスバツタリングなどの技法により偶然性による模様を作り出
し、これを素材とした描画表現を試みる。授業は（１）様々な技法による素材作り、（２）コ
ラージュによる想趣表現、の二段階で祷成する。（１）ではそれぞれの技法により表れる模様
の特徴を発見することで、色彩や濃淡による表現を考え楽しみながら技法の特性を生かした
模様作りができるようにしたい。（２）の描画の主題は言葉による連想活動を行い、その中か
ら興味のある言葉を選んだI)組み合わせたi)、更に連想するなどして自分なりの主題を見つ
けさせる。このことで自由な発想を保障したい。またコラージュ画は画面の構成や色彩、濃
淡や形を考え、素材を生かして切る、ちぎる、巻く、丸める、組み合わせるなどの行為を行
うことで作り上げる。
高学年の目標のひとつに「材料などの特徴をとらえ、想像力を働かせて主題の表し方を構
想するとともに、美しさなどを考え、創造表現能力、デザインや徽lj造釣な工作の能力を高め
るようにする｡」とある。新たな描画体験が子どもの見る力を高め、目標の造形的諸能力を
育むと考え、本題材を設定した。
※ドロッピング……床に置いたキャンバスの上に絵の具を染み込ませた絵筆をかざし、絵
の具を画面に塗布することなくその飛沫を散らして着色する技法。
※スバッタリング……やや水を多めにして溶いた絵の具を金網と歯ブラシを使って霧状に
して紙に描く技法。
※マーブリング……専用の絵の具や墨などのマーブリング液を水面に浮かべて、水面に浮
かんだ模様を紙や布などに写し取る技法。
※プリンティング……水で溶いた絵の具３色程度をローラーに塗り、キャンバスの上で転
がすことで藩色する技法。
※コラージュ……新聞紙の断片や壁紙、布地などといった様々な素材を張り合わせて構成
する技法。
3．題材目標
①それぞれの技法の特徴により表れる模様の違いに興味を持ち、色彩や濃淡による表現を
楽しみながら表そうとする。（造形への関心、意欲、態度）
②イメージの連想や素材の特徴から発想を広げ、絵の構想を立てられるようにする。
（発想や構想の能力）
③色の対比、濃淡、調和、組合せなどの画面構成を考え、切り貼りしながら絵を作ること
ができる。（創造的な技能）
④自分や友達の作品から技法や画面織成の工夫を発見することができる。（鑑賞の能力）
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４．指導計画
第１時ドロッピング、スパッタリングによる素材作り。
第２時マープリング、プリンティングによる素材作り。
第３時連想により絵のイメージを膨らませ、コラージュにより絵を作る。（本時）
第４時コラージュの続き。
第５時鑑賞活動。
５．本時の指導
〈1）目標
①イメージの連想や素材の特徴から発想を広げ、絵の構想を立てられるようにする。
（発想や構想の能力）
②色の対比、濃淡、調和、組合せなどの画繭樵成を考え、切り貼りしながら絵を作ること
ができる。（創造的な技能）
(2)準備・資料，及び考慮すべき事項
教師・アイディアスケッチ用の紙・画用紙・水彩絵の具・新鶴紙
・子どもが自由に使えるよう，紙は余分に用意しておく
.いつでも補充したい素材を作れるように、それぞれの技法の必要な道具を用意しておく
・模様や色の組み合わせや色の組み合わせ例を数種類作成
・てぴきカードと振り返りカード
児童・のり・はきみ・水彩絵の具・鉛筆
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①自由にイメージを連想してみよう。スタートは「未来の世界｣。
「
二
戸
』
）
「〆
ベ
ン
〆
］
「
二
戸
］未来の鷺界
□と「一〆旦 「三【』 鼻
②絵のアイディアをメモしたり下絵を描いたりしよう。どんな絵にする？どんな場面にす
る？何を表したい？
③前回までに作った模様や色をよく見てみよう。何に見えるかな？おもしろい模様はどこ
かな？絵に使いたいところはどこかな？模様を組み合わせたらどうなるかな？
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(3)展開
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課題の把握｡
自由な発想力
ら自分の表し大
いものを見Iｉ
け、絵の主題を
決めさせる。
□￣
Ｔ前回の授業までで４つの技法を使って絵の材料を作ってきましたね。今日はいろいろな模様を生かし、切ったり貼った｝)して絵を作りましょう｡どんな絵にするか､まず新しい方法で考えていきましょう。
初めに連想ゲームをします。てぴきカードの①を見て下さい｡「未来の世界」と聞いて想像することは何ですか？イメージしたことを隣の九に響き､次々に想像を広げていきましょう。
Ｔ連想した中から気になる言葉や興味のある言葉、人に伝えたい言葉などを探したり､言葉同士を組み合わせたり､また連想したりしてもいいです｡どんな絵にしたいか想像してアイディアスケッチを描いてみ主Ｌ上司＆
鰯てびきｶｰﾄﾞによ}）
課題を把握し易くす
る。
副メージの連想や泰
隊の特徴から発想を広
ｆ、絵の構想を立てら
ｉＬるようにする。
鬮コラージ
30分
模様の特徴
多様な加工粒
模様の組み合;
せなどに目をＩ
けさせる。
画面構成､侭
夢や濃淡の表夢
上工夫しながら
会を作ってし
』イ呵伺.てﾂﾘつ/こり噸つたりして瀧を作っていきましょう。くれを「コラージュ」と言います。このとき大切なことは、ネ科の色や模様をよく見ることです。
たとえばこんな組み合わせ方があります｡（作例の提示）とんな狩徴がありますか。模様の使い方はどうかな。どんな値を使っているかな｡どんな工夫がありますか。>】いろんな技法の模様を小さく切って使ってある。緑の剤にいろんな緑色がある。
ｒではこの作品はどうですか｡（作例の提示）
)Zいろんな模様の紙を全部九に切って並べている。マーフリングの渦模様を生かしている。
「自分の榊斗の色や模様をよく見てみましょう。おもしるし模様はあるかな。絵に使いたいところはどこかな･模様を篭み合わせたらどうなるかな。どこにどの色、祷漿を使ったら良いかな、どんな破り方や貼り方がいいかなと想像してみ畳ことが大切です。
１３作ろうとする対象物を表すのに同じ技法の同じ色ばかり使っている）
、自分の持っている材料をよく見てごらん。別の模様でも同じような色合いのものや濃淡の違いがあるね｡これらを組み合わせると自分だけの○○が見えてくるかもしれないよ。
>4ひとつの素材の切})絵になってしまっている）
紙を切る方法ははさみを使う以外にはあるかな。って形を作ると、紙の切り口の風合い力凌わるね.み合わせたらどんな感じの絵になるか左、
手でちぎ
これを組
亀様々な素材や色の糸
み合わせの多様性を庚
る。
固色の対比､濃淡､議
嗣､組合せなどの画匝
薄成を考え､切り貼り
しながら絵を作ること
b訂できる。
謬一人一人の課題を扣
塁し、声かけて指導す
５。
本時のまとめ
をし､次時の諌
題把握と描画動
因を促す
』洞竹Uﾉ巴-Ｗ笑ｨ液とよく見られましたか｡絵に使いたいところやおもしろい模様を見付けられましたか。破り方や貼り方はどんな工夫をしましたか｡振})返りカードを書きましょう。次回もこの続きをや})ます゜
却謬
牟
弾
‐
詫
沁
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＜振り返りカード＞
①様々な色や模様の材料を使ってみてどうでしたか。どんな工夫通しましたか。
（色や模様の発見）
☆ヒント絵に使いたい色や模様は見付かったかな？
材料を選ぶときにどんなことに気を付けたかな？
②材料を切り貼りして絵迂作ってみてどうでしたか。どんな乘夫をしましたか。
（画面構成の工夫、色や模様の使い方）
☆ヒント模様を組み合わせて絵を作れたかな？
色合いや色の濃さを考えて絵を作れたかな？
賞
獣
娯
…
（）……質問の観点 汎解八篦
隙
飢
盛
踊
砕
幻
轆
（
沙
盟
倣
敷まとめ
小学校における描画教育の基礎知識と実践方法の研究を通して、子どもの心身の発達に応
じた教育課題の重要性を理解し、教材意義を前提とした学習指導案作成により今後の描画指
導に向けた更なる教材研究と、教育現場での子どもの実態に印した指導法の改善がこれから
の課題となった。
美術教育は美術の実質的なｵ鐸を中心に、そこから派生する付加価値的な機能を含みながら展
開しており、その両方の充実が子どもの人間形成に寄与するものである。美術独特の成すことに
よる学びは、自然を体感しものをよく見ることで行われ、その中で子どもは自己表現する喜びを
味わいながら生きる知恵を学び取り、人間に必要な様々な能力や資質を身に付けていける。この
感覚面の教育は人間の講和的発達を目的とする学校教育になくてはならない要素である。
小学校教育は６歳から１２歳までの多様な発達段階の子どもを対象としており、子どもの発達
特性と教材意義の理解が子どもの実態に応じた題材設定を可能にする。描画においては子どもの
発達段階と描画表現特'性の関係の理解なしには子どもの絵を正しく認識できない。なぜならば、
描画は主にものをよく見ること、想像し形に表すことの＝つを媒体とした造形活動であり、もの
の見方、考え方が表現に端的に表ｵL、発達段階に応じた学習内容を考える基準となる。発達段階
に応じた描画教育によって子どもはものを見る力を身に付けていけるのである。また、授業にあ
たっては教材意義を反映した目標、指導、評価が一体のものとして捉えられ、実践されることが
発展的な教育活動を可能にする。換言して、子どもの実態把握と教材研究が最も重要である。
本論を通して学んだこれらのことから、描画指導に大切なことは子どもと教材への深い理
解から可能になる教材意義を前提とした授業実践であると考える。このことは教材研究の継
続と実際の子どもの姿に応じた指導法の改善により追究していけると考える。この課題を今
後の描画指導の中で実践し更なる研究を行うことで、描画教育を通した子どもの望ましい人
格形成を行っていきたい。
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